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児童の成長を促し、学びに向かう力を高める通知表の所見について 
  

 早い方は所見を作り始めている頃かと思います。ぜひ、読む保護者の方々を念頭に置いた表現

の工夫をしてください。「忘れ物が多い」「集中力が弱い」「話が聞けない」「友達との衝突が多い」

などについて、オブラートに包む必要はありません。課題としてはっきりと示し改善を促すこと

は大事です。 

 しかし・・保護者には、言われなくてもわかっている課題でもあるかもしれません。それをス

トレートに表現しても、共感をしていただけない場合もあるでしょう。 

保護者の方の心根に届くよう、表現の工夫をしましょう。推敲しましょう 

私は、学級担任時代、こんな表現をしていました。 

まずは、良いところを褒める。学習と生活面との両面からその学期の具体的な成長に触れます。 

「○○な姿勢には頭が下がります」「名実ともにリーダーとして」「絶大な信頼を集めました」「非

の打ちどころがない」「自他共に認める」「驚くほどの集中力」などの熱いメッセージは保護者の

心に響きます。そして、最後に 

「忘れ物をしない習慣が身に付けば、さらに漢字の力が身に付くことでしょう」 

「これからは、人の話を良い姿勢で聞くことを心がけ、学級全体のことを考えられる人になっ

てほしいと思います」 

「自分の思い通りにならないことがあっても、少し間を置き冷静になるなど、自分をコントロ

ールする方法を学んで欲しいと考えています」 

「相手の意見を尊重して、時には一歩譲る気持ちが育てば、学級のリーダーとして力を発揮す

る素質を十分にもっていると考えています」 

などの文章で結んでいました。参考にしてください。 
 

若手の先生方は、まず、学年主任の先生にご指導をいただき、必要によっては、副校長先生に

見てもらい清書をするようにしてください。悩む時には、いつでも私を訪ねてください。 
 

以下の点にもご留意ください 

○年間を通して、各教科・領域等の所見をバランス良く記入する。 

 専科はもちろん、道徳や話合い活動など、より多角的な視点で記述をしてください。 

○一人一人の姿（様子）が浮かび上がる表現をめざす。 

30人いれば、30通りの所見となるような文章表現の工夫こそが「特別支援教育の視点」です。 

（効率的に作成するにあたって要領よくコピー・ペーストも使いましょう。概ね同様の

表現をペーストしてから一部を直すなど） 

〇校務支援システムを可能な限り活用しましょう。 

 ふだんからメモを取り、所見を打ち込む習慣を身に付けると効率的に事務が進みます。 


